
（
三
月
十
六
日
〜
四
月
十
五
日
）

平成17年3月１日現在推計

知
事
訪
米
（
三
月
十
二
日
〜
二
十
日
）

表
敬
　
沖
縄
尚
学
高
等
学
校
野
球
部

表
敬
　
泡
盛
の
女
王

石
垣
市
・
竹
富
町
合
併
協
定
調
印
式

平
成
十
六
年
度
沖
縄
県
立
芸
術
大
学
卒
業
式

表
敬
　
駐
福
岡
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
総
領
事

　
　
　
ジ
ャ
ロ
ッ
ト
・
ヴ
ェ
ー
リ
ン
グ
氏

表
敬
　
こ
ど
も
え
こ
く
ら
ぶ
「
若
三
Ｅ
Ｃ
４
」

平
成
十
六
年
度
一
職
場
一
改
善
運
動
及
び
職
員
提
案
表
彰
式

佐
敷
町
・
知
念
村
・
玉
城
村
・
大
里
村
合
併
協
定
調
印
式

泡
盛
贈
呈
式
　
沖
縄
県
酒
造
組
合
連
合
会
よ
り

Ｉ
Ｄ
Ｂ
総
会
用

ち
ゅ
ら
う
ち
な
ー
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議

沖
縄
ハ
ワ
イ
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
民
間
国
連
ヤ
ン
グ
大
使
」
任
命
状
伝
達
式

那
覇
高
校
　
島
袋
智
水
（
さ
と
み
）
さ
ん
　

石
垣
市
・
竹
富
町
合
併
申
請
書
手
交

名
護
市
議
会
か
ら
県
立
北
部
病
院
に
お
け
る

医
療
体
制
強
化
を
求
め
る
要
請

東
風
平
町
・
具
志
頭
村
合
併
申
請
書
手
交

か
り
ゆ
し
ウ
ェ
ア
普
及
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

表
敬
　
民
主
党
沖
縄
視
察
団
　
前
原
誠
司
氏
ほ
か

平
成
十
六
年
度
沖
縄
県
工
芸
士
認
定
証
授
与
式

退
職
辞
令
交
付
式

I
D
B
寄
附
金
贈
呈
式
　
沖
縄
特
定
免
税
店
（
株
）

宮
古
地
域
市
町
村
合
併
申
請
書
手
交

辞
令
交
付
式

第
二
十
八
回
全
国
高
等
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

選
抜
大
会
優
勝
報
告
（
男
子
）
興
南
高
校
、（
女
子
）
陽
明
高
校

表
敬
　
平
成
十
七
年
度
沖
縄
弁
護
士
会
会
長

　
　
　
竹
下
勇
夫
氏
ほ
か

平
成
十
七
年
度
沖
縄
県
立
看
護
大
学
入
学
式

第
四
十
六
回
米
州
開
発
銀
行

（
I
D
B
）
年
次
総
会
公
式
セ
ミ
ナ
ー
開
始

沖
縄
県
立
農
業
大
学
入
学
式

表
敬
　
国
際
協
力
機
構
理
事
長
　
緒
方
貞
子
氏

第
九
回
Ｗ
Ｕ
Ｂ
世
界
大
会
関
西
二
〇
〇
五

米
州
開
発
銀
行
（
I
D
B
）
県
主
催
セ
ミ
ナ
ー

「
中
南
米
諸
国
へ
の
投
資
の
可
能
性
と
金
融
特
区
に
つ
い
て
」

皇
太
子
殿
下
御
来
県
（
〜
十
日
）

米
州
開
発
銀
行
（
I
D
B
）

ウ
ェ
ル
カ
ム
イ
ベ
ン
ト�

O
K
I
N
A
W
A
N
�
F
E
S
T
A

米
州
開
発
銀
行
（
I
D
B
）
総
裁
主
催
デ
ィ
ナ
ー

第
四
十
六
回
米
州
開
発
銀
行
（
I
D
B
）
年
次
総
会
開
会
式

財
務
大
臣
主
催
デ
ィ
ナ
ー

I
D
B
寄
付
金
贈
呈
式
　
東
京
三
菱
銀
行

沖
縄
県
知
事
主
催
招
宴

（
I
D
B
年
次
総
会
関
連
・
万
国
津
梁
館
）

第
四
十
六
回
米
州
開
発
銀
行
（
I
D
B
）
年
次
総
会
閉
会
式

I
D
B
フ
ェ
ア
ウ
ェ
ル
イ
ベ
ン
ト
（
宜
野
湾
海
浜
公
園
）

平
成
十
六
年
度
退
職
教
職
員
感
謝
状
贈
呈
式

第
二
十
一
回
全
日
本
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
宮
古
島
大
会
開
会
式

宮
古
島
市
の
誕
生
に
向
け
て

　
三
月
三
十
一
日
、
平
良
市
の
伊
志
嶺
亮

市
長
ら
宮
古
五
市
町
村
の
首
長
が
県
庁
を

訪
れ
、
「
宮
古
島
市
」
の
誕
生
に
向
け
て
、

稲
嶺
知
事
に
合
併
申
請
書
を
提
出
し
た
。

　
合
併
協
議
会
会
長
を
務
め
た
伊
志
嶺
市

長
は
、
「
合
併
す
る
か
ら
に
は
、
み
ん
な
で

い
い
宮
古
島
市
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
」

と
意
気
込
ん
だ
。
申
請
を
受
け
た
稲
嶺
知

事
は
、
「
素
晴
ら
し
い
宮
古
島
市
に
な
る
よ

う
期
待
し
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

　
県
で
は
今
後
、
県
議
会
六
月
定
例
会
で

の
議
決
を
経
て
知
事
決
定
す
る
。

　
そ
の
後
、
総
務
大
臣
の
告
示
を
受
け
て
、

十
月
一
日
に
宮
古
島
市
が
誕
生
す
る
。

「ちゅらさん運動」で築く安全・安心な沖縄県 毎月3日は、「ちゅらさん運動の日」

十

二

日

十

六

日

十

八

日

　

〃

　

　

〃

　

二
十
二
日

二
十
三
日

　

〃

　

　

〃

　

二
十
五
日

　　

〃

　

　

〃

　

　

〃

　

二
十
八
日

　

〃

　

二
十
九
日

　

〃

　

三

十

日

　

〃

　

三
十
一
日

　

〃

　

　

〃

　

一

日

四

日

　

〃

　

五

日

六

日

　

〃

　

　

〃

　

七

日

　

〃

　

八

日

九

日

　

〃

　

十

日

十

一

日

十

二

日

十

三

日

十

五

日

45

4
4

沖縄県の動きをチェック！

三
　
月

四
　
月

皇
太
子
殿
下
御
来
県

　
四
月
八
日
、
米
州
開
発
銀
行
（
I
D
B
）

年
次
総
会
等
開
会
式
へ
の
御
臨
席
及
び
地

方
事
情
御
視
察
の
た
め
、
皇
太
子
殿
下
が

御
来
県
さ
れ
た
。
殿
下
の
御
来
県
は
、
第

十
二
回
全
国
「
み
ど
り
の
愛
護
」
の
つ
ど

い
以
来
、
四
年
ぶ
り
三
度
目
。
滞
在
中
、

糸
満
市
の
国
立
沖
縄
戦
没
者
墓
苑
や
平
和

の
礎
な
ど
を
御
視
察
さ
れ
た
。
児
童
養
護

施
設
・
県
立
石
嶺
児
童
園
で
は
、
三
線
を

習
う
十
二
人
の
児
童
た
ち
が
「
安
波
節
」

と
「
て
ぃ
ん
さ
ぐ
の
花
」
を
披
露
。
殿
下

が
、
子
供
た
ち
に
声
を
か
け
ら
れ
る
微
笑

ま
し
い
場
面
も
見
ら
れ
た
。

民
間
国
連
ヤ
ン
グ
大
使

島
袋
智
水
（
さ
と
み
）
さ
ん

任
命
伝
達
式

　
三
月
二
十
五
日
、
「
民
間
国
連
ヤ
ン
グ

大
使
」
島
袋
智
水
（
さ
と
み
）
さ
ん
の

任
命
伝
達
式
が
県
庁
で
行
わ
れ
た
。
島

袋
さ
ん
は
、
薬
物
乱
用
防
止
の
街
頭
募

金
活
動
な
ど
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み

が
認
め
ら
れ
、
全
国
の
中
高
生
六
人
か

ら
な
る
「
ヤ
ン
グ
大
使
」
に
選
ば
れ
ま

し
た
。
「
ヤ
ン
グ
大
使
」
は
、
三
月
三
十

日
か
ら
四
月
四
日
ま
で
薬
物
の
問
題
を

学
ぶ
た
め
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ウ
ィ
ー

ン
を
訪
れ
た
。
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※前月比728増

136万2,040人

人口

世帯

※前月比594世帯増

48万9,986世帯

沖縄の人口
世帯の動き
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ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
抜
大
会
優
勝
！

興
南
高
校（
男
子
）陽
明
高
校（
女
子
）

「美ら島沖縄」2005.5「美ら島沖縄」2005.5

米
州
開
発
銀
行

（
I
D
B
）
年
次
総
会
開
催

　
四
月
四
日
、
第
二
十
八
回
全
国
高
等
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
抜

大
会
で
優
勝
し
た
興
南
高
校
男
子
と
陽
明
高
校
女
子
の
選
手
ら
は
、

県
庁
を
訪
れ
、
一
階
県
民
ホ
ー
ル
で
稲
嶺
知
事
に
優
勝
報
告
を
行

っ
た
。

　
興
南
高
校
男
子
の
石
川
出
主
将
は
「
応
援
し
て
く
れ
た
皆
さ
ん

の
お
か
げ
」
と
感
謝
し
、
陽
明
高
校
の
翁
長
茉
莉
枝
主
将
は
「
夏

の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、
秋
の
国
体
を
制
覇
し
、
三
冠
を
達
成
し
た
い
」

と
意
気
込
ん
だ
。
稲
嶺
知
事
は
「
多
く
の
県
民
が
喜
ん
だ
。
今
度

は
三
冠
を
獲
得
し
て
ほ
し
い
」
と
激
励
し
た
。

　
興
南
高
校
男
子
は
大
会
史
上
初
の
三
連
覇
。
陽
明
高
校
女
子
は

三
年
ぶ
り
二
回
目
の
優
勝
。

　
四
月
十
日
か
ら
十
二
日
ま

で
宜
野
湾
市
で
米
州
開
発
銀

行
（
I
D
B
）
年
次
総
会
が

開
催
さ
れ
た
。
日
本
で
開
催

さ
れ
る
の
は
二
度
目
。
県
内

で
は
二
〇
〇
〇
年
九
州
・
沖
縄
サ
ミ
ッ

ト
に
次
ぐ
大
型
会
議
で
あ
っ
た
。
中
南

米
を
中
心
に
加
盟
四
十
七
カ
国
か
ら
財
務
担
当
大
臣
ら

を
含
め
六
千
人
余
が
参
加
し
、
中
南
米
、
カ
リ
ブ
海
地

域
と
ア
ジ
ア
の
連
携
等
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。
年
次

総
会
と
併
せ
て
、
会
議
や
セ
ミ
ナ
ー
、
イ
ベ
ン
ト
等
も

成
功
裏
に
終
わ
り
、
「
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
沖

縄
」
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。
次
回
の
総
会
は
ブ
ラ
ジ
ル
の

ベ
ル
オ
リ
ゾ
ン
テ
で
開
催
予
定
。


